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放
課
後
保

育
ク
ラ
ブ

問
　

放
課
後
保
育
ク
ラ
ブ
は
、

保
育
時
間
の
延
長
希
望
が
多
い
。

平
成
23
年
度
予
算
で
ど
の
程
度

の
希
望
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
の

か
。
ま
た
、
障
害
児
の
受
け
入

れ
も
、
長
い
間
要
望
し
て
き
た

が
、
保
護
者
の
希
望
に
沿
え
る

よ
う
に
整
備
し
て
い
る
の
か
。

答
　

23
年
度
の
放
課
後
保
育
ク

ラ
ブ
入
所
申
請
は
、
22
年
12
月

か
ら
随
時
受
け
付
け
て
い
る
状

況
で
、
現
段
階
で
は
ま
だ
延
長

利
用
者
数
は
確
定
し
て
い
な
い

が
、
入
所
申
請
者
約
３
１
０
０

人
中
、
約
20
％
が
保
育
時
間
の

延
長
を
希
望
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
障
害
児
の
受
け
入
れ

体
制
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応

じ
て
、
極
力
、
更
衣
ス
ペ
ー
ス

の
整
備
や
温
水
器
の
設
置
、
ト

イ
レ
改
修
等
に
努
め
る
と
共
に
、

指
導
員
の
加
配
な
ど
で
対
応
し

て
い
る
。
現
時
点
で
の
23
年
度

の
障
害
児
入
所
申
請
者
数
は
33

人
で
、
入
所
希
望
の
施
設
は
い

ず
れ
も
整
備
済
み
で
あ
る
。

ア
イ
・
リ
ン

ク
タ
ウ
ン

問
　

市
長
は
、
市
民
の
声
を
市

政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
重
点

に
置
い
て
い
る
が
、
同
感
で
あ

る
。
し
か
し
、
市
民
の
声
を
漏

れ
な
く
汲
み
取
る
こ
と
は
難
し

く
、
聞
き
取
る
仕
組
み
の
構
築

は
、
避
け
て
通
れ
な
い
予
算
編

成
過
程
の
重
要
な
部
分
で
あ
る
。

一
律
カ
ッ
ト
枠
配
分
方
式
の
み

で
は
、
必
要
な
経
費
も
圧
迫
さ

れ
、
市
民
の
要
望
に
行
き
届
か

な
い
予
算
編
成
に
な
っ
て
し
ま

う
。
行
政
改
革
と
財
政
、
両
面

に
こ
の
事
業
の
一
件
審
査
方
式

が
生
き
て
く
る
。

　

内
部
事
業
仕
分
け
の
内
容
と

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
積
み
上
げ
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

答
　

平
成
23
年
度
に
お
い
て
も
、

財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い
た

た
め
、
22
年
度
に
緊
急
財
政
対

策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
事
務
事

業
の
見
直
し
に
着
手
し
て
き
た
。

代表質疑

　

内
部
の
事
業
仕
分
け
は
、
事

業
の
必
要
性
、
緊
急
性
、
費
用

対
効
果
等
を
考
え
、
見
直
し
た

も
の
で
、
35
事
業
に
取
り
組
ん

だ
。
そ
の
結
果
、
見
直
し
に
よ

る
効
果
は
、
５
５
７
万
２
千
円

の
経
費
節
減
が
図
れ
た
。

　

ま
た
、
23
年
度
予
算
編
成
で

は
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
の
積
算

を
行
い
、
全
て
の
事
務
事
業
を
新

規
と
見
な
し
、
事
業
一
件
ご
と

に
審
査
を
行
っ
た
。
予
算
要
求

の
積
算
根
拠
等
に
つ
い
て
、
担

当
課
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い

精
査
し
た
結
果
、
経
常
的
経
費

が
前
年
度
比
２
３
３
９
万
５
千

円
の
減
額
と
な
っ
た
。

障害児用更衣スペースと温水器を整備した放課後保育クラブ

平成 21年度プレミアム商品券取扱店掲示用ポスター

地
域
経
済

の
活
性
化

問
　

前
回
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
は
市
民
に
大
変
好
評
で
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。
地
域
経
済

を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
今

の
経
済
状
況
の
下
、
何
よ
り
も

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

商
品
券
発
行
の
経
済
効
果
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
地
域
経
済
活
性
化
の

一
環
と
し
て
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
は
多
く
の
事
業
者
が
関

わ
る
こ
と
に
な
り
、
経
済
効
果

も
見
込
め
る
と
考
え
る
が
、
検

討
を
し
て
い
る
の
か
。

答
　

平
成
21
年
度
に
発
行
し
た

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
購
入

者
が
実
際
に
地
域
で
買
い
物
を

し
、
市
内
の
店
舗
の
売
り
上
げ
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

即
効
性
の
あ
る
経
済
効
果
が
得

ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
商
品

券
を
取
り
扱
っ
た
店
舗
の
う
ち
、

半
数
近
く
が
制
度
の
継
続
を
希

望
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
回

の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
発
行

額
を
増
加
す
る
な
ど
、
更
な
る

国
民
健
康
保
険

問
　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、

市
民
の
命
と
健
康
を
守
り
、
人

が
生
き
て
い
く
た
め
の
基
本
的

制
度
で
あ
る
。
そ
れ
が
不
安
定

で
あ
れ
ば
、
憲
法
第
25
条
の
健

康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
さ
え
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
等
し
く
医
療
が
受
け
ら
れ

る
国
民
皆
保
険
制
度
か
ら
排
除

さ
れ
、
医
療
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
は
、
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
医
療
費
の
窓
口
負
担
軽

減
、
国
保
税
の
引
き
下
げ
、
減

免
基
準
の
拡
大
な
ど
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　

医
療
費
の
窓
口
で
の
一
部

負
担
金
の
免
除
は
、
本
市
に
お

い
て
も
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
基

準
に
沿
っ
て
対
応
で
き
る
よ
う
、

現
在
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。
国

保
税
の
引
き
下
げ
や
、
減
免
基
準

の
拡
大
は
、
税
収
の
減
を
一
層

見
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

の
財
源
は
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
な
ど
に
頼
る
こ
と
に

な
る
。
一
般
会
計
の
財
源
は
市

税
で
あ
り
、
市
税
を
多
大
に
国

保
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
は
、
国

保
以
外
の
保
険
加
入
者
に
と
っ

て
、
税
の
二
重
負
担
を
招
く
こ

と
に
な
る
。
国
保
加
入
者
の
中

に
は
、
苦
し
い
家
計
の
中
か
ら

納
税
し
て
い
る
方
が
居
る
こ
と

も
事
実
で
あ
る
が
、
税
の
負
担

の
公
平
性
を
損
な
う
こ
と
の
な

い
よ
う
に
と
考
え
て
い
る
。

市
が
市
民
の
生
活
に
最
も
身
近

な
行
政
機
関
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
、
市
民
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た

取
り
組
み
を
、
限
ら
れ
た
ヒ
ト
、

モ
ノ
、
カ
ネ
を
生
か
し
、
知
恵

と
工
夫
を
駆
使
し
て
展
開
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
も
、
自
ら
地
域
に
出

向
い
て
い
く
と
共
に
、
市
長
目

安
箱
な
ど
の
取
り
組
み
を
充
実

さ
せ
、
市
民
の
声
を
市
政
運
営

に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

就
労
機
会

の

拡

充

問
　

働
き
た
く
て
も
働
く
と
こ

ろ
が
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
就

労
希
望
者
が
、
若
い
人
か
ら
高

齢
者
ま
で
大
勢
い
る
の
に
、
一

向
に
改
善
さ
れ
な
い
深
刻
な
事

態
が
続
い
て
い
る
。

　

働
く
こ
と
は
、
生
活
を
維
持

し
て
い
く
の
に
最
低
限
必
要
な

条
件
で
あ
り
、
自
己
責
任
に
回

避
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
市

と
し
て
も
、
就
労
機
会
の
拡
充

を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
な
の
か
。

答
　

平
成
22
年
度
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
市
川
、
市
川
商
工
会
議

所
と
合
同
し
て
、
大
学
卒
業
予
定

者
、
高
校
卒
業
予
定
者
、
障
害

者
対
象
、
40
歳
未
満
の
一
般
求

職
者
対
象
の
就
職
面
接
会
を
開

催
し
て
い
る
。
23
年
度
も
、
引

き
続
き
面
接
会
を
実
施
す
る
と

共
に
、
障
害
者
、
高
齢
者
、
母

子
家
庭
の
母
親
を
雇
用
し
た
事

業
主
に
対
す
る
奨
励
金
交
付
事

業
も
拡
充
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
失
業
者
対
策
と
し
て
、

県
の
緊
急
雇
用
創
出
基
金
等
を

活
用
し
た
民
間
事
業
者
な
ど
へ

の
委
託
事
業
や
、
市
の
実
施
事

業
な
ど
を
進
め
、
よ
り
多
く
の

雇
用
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
。

（発言順及び時間）

公明党（180 分）、自由クラブ（150 分）、民主・市民連合（135 分）、日本共産党（135 分）、

市民の声（120 分）、緑風会（120 分）、社民・市民ネット（105 分）、みらい（105 分）、

道（20 分）、つばさ（20 分）

※代表質疑の記事は３名以上の会派のみ掲載しています。（会派別議員名簿は８面に掲載）。

日

本

共

産

党

金
子　

貞
作　
　

清
水
み
な
子

二
瓶　

忠
良　
　

桜
井　

雅
人

谷
藤　

利
子

市

民

の

声

宮
田
か
つ
み　
　

プ
リ
テ
ィ
長
嶋

坂
下
し
げ
き　
　

鈴
木　

啓
一

や
、
聞
き
取
っ
た
声
を
基
に
、
公

平
性
を
も
っ
て
政
策
化
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

施
政
方
針
で
ア
イ
・
リ
ン
ク
タ

ウ
ン
の
最
上
階
展
望
施
設
に
触

れ
て
い
る
。
同
施
設
は
、
眺
望

を
楽
し
め
る
市
民
の
交
流
の
場

所
と
な
っ
て
い
る
が
、
施
設
に

は
多
額
の
税
金
が
投
入
さ
れ
て

い
る
。
展
望
施
設
と
い
う
目
的

の
場
所
に
、
現
状
で
費
用
対
効

果
や
政
策
的
に
バ
ラ
ン
ス
が
取

れ
て
い
る
と
言
え
る
の
か
。
施

設
の
利
用
に
つ
い
て
、
市
民
の

声
は
市
に
対
し
て
ど
う
聞
こ
え

て
い
る
の
か
。

答
　

ア
イ
・
リ
ン
ク
タ
ウ
ン
最
上

階
展
望
施
設
を
含
む
45
階
部
分

の
初
期
投
資
は
、
約
12
億
８
千
万

円
で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は

７
４
９
０
万
円
余
り
を
平
成
23

年
度
予
算
に
計
上
し
た
。

　

展
望
施
設
の
来
場
者
は
、
23

年
２
月
に
累
計
40
万
人
を
超
え

た
。
こ
の
こ
と
は
、
同
施
設
に

対
し
て
市
民
が
期
待
と
親
し
み

を
感
じ
て
い
る
結
果
で
あ
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
展
望
施
設
か

ら
望
む
花
火
大
会
や
初
日
の
出

の
観
覧
希
望
者
も
多
く
、
95
％

以
上
の
方
々
が
展
望
施
設
に
お

け
る
特
別
観
覧
の
継
続
を
希
望

し
て
い
る
。

事
業
仕
分
け

問
　

市
長
は
施
政
方
針
で
、
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
市
民
の

声
を
最
大
限
に
反
映
さ
せ
る
政

策
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
既

定
の
予
算
の
見
直
し
や
精
査
が

必
要
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
市
で
は
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
で
の
事
業
費
の
積
み
上
げ
を

行
う
な
ど
、
職
員
に
よ
る
内
部

の
事
業
仕
分
け
を
行
っ
た
と
聞

く
。
既
定
予
算
の
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

で
の
見
直
し
は
、
限
ら
れ
た
予
算

を
効
果
的
に
配
分
す
る
た
め
に

経
済
効
果
を
生
み
出
し
て
い
き

た
い
。

　

ま
た
、
住
宅
リ
フ
オ
ー
ム
助

成
も
含
め
、
商
工
業
の
活
性
化

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
様
々

な
手
法
を
調
査
研
究
し
て
い
る
。

市
政
運
営

問
　

自
民
党
政
権
か
ら
民
主
党

政
権
に
代
わ
り
、
多
く
の
国
民

は
期
待
を
持
っ
た
が
、
一
向
に

変
わ
ら
な
い
こ
と
に
、
批
判
を

強
め
て
い
る
。

　

い
ま
だ
閉
塞(

へ
い
そ
く)

し
て
い
る
国
の
財
政
状
況
な
ど

が
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
を
目
指
す
自
治

体
の
仕
事
に
、
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
し
、
ど
う
対
応
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　

国
の
予
算
関
係
資
料
に
よ

る
と
、
平
成
23
年
度
末
の
国
の

債
務
残
高
は
、
過
去
最
大
を
更

新
す
る
見
通
し
で
あ
り
、
国
の

取
り
組
み
に
多
く
を
期
待
で
き

る
状
況
と
は
言
え
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
。

　

市
政
を
預
か
る
者
と
し
て
、


